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Abstract: The Career Path and Gender Equality Committee in the Japanese Radiation 

Research Society aims to support young researchers' career development and the actual 

situation of gender equality in our society. In FY2024, the committee organized a 

seminar at the 67th Annual Meeting to discuss “The ‘History’ and ‘Future’ of Gender 

Equality”. In addition, the committee implemented a financial support system for 

childcare during the Annual Meeting and conducted a questionnaire survey on the 

Committee's activities after the conference. 

 

1.  キャリアパス・男女共同参画委員会について 

 日本放射線影響学会は、1959年に設立されて

以降、放射線の人体と環境に対する影響とその

機構の解明、ならびに利用への貢献を目指して

基礎から応用まで様々な分野における放射線科

学研究を推進してきました。毎年開催される年次

大会（学術集会）は、2024年度は北九州にて開催

され、67回目となりました。その中において、当学

会キャリアパス・男女共同参画委員会は、2014年

度に設置された若い委員会です。2025年9月現

在の委員数は8名（男性4名、女性4名）です。若

手研究者のキャリアアップ支援や、当学会におけ

る男女共同参画の実情を把握、支援することを

目的とし、多様なバックグラウンドを持つ学会員

が活躍できるよう活動しています。 

 

2.  2024年度の活動内容 

2. 1. 企画セミナーの開催 

2024年9月に開催された第67回学術大会にて、

毎年恒例となっている当委員会企画のセミナーを

開催しました。第11回「様々な業種で活躍する女

性のキャリア形成の指針」と題し、男女共同参画

に関し、キャリアパスや男女共同参画に関し、社

会で求められる活動について講演者および参加

者と共に考える場になりました。 

セミナーでは、北九州市議会議員の井上純子

先生から「ママから始めるキャリア形成」、産業医

科大学の辻真弓先生からは「無理なく、楽しくを

目指して～女性研究者・産業医としての経験から

～」というタイトルでご講演いただいた。 

また、学会員の意識調査を目的に、事前アン

ケートにて収集した、「時間の経過とともに男女共

同参画の意識はどのように変わったか」の結果も

共有しました。 

2. 2. 大会中の託児費用援助 

当学会では、学術大会期間中の託児サービス

利用のニーズに応えるため、2020年度より「託児

費用援助」制度を設置してきました。第67回大会

では、大会独自の委託業者による託児室を設置

したところ、学会員からの申請は無く、今年度は

本制度の運用は無かった。 

2. 3. 大会後のアンケート調査 

学術大会後、学会員を対象に、Googleフォーム

を利用したアンケート調査を実施しました。企画

セミナーの感想や今後の託児サービスのニーズ、

さらには委員会活動に対する要望など、学会員

が抱える様々な事情の把握に努めました。これら

のアンケート結果を参考に、学会員が学術大会

に参加しやすい環境づくりを進めていきます。 

 

3.  今後の活動について 

引き続き、当委員会が主体となり、学会員の活

躍の場が広がる活動を考え、挑戦していきたいと

考えています。学会ホームページ内に、当委員会

の活動状況を掲載（下記URL）しています。  

https://www.jrrs.org/about/gender_equality.html 


